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　２月３日、日野小学校６年生の「まちの幸福論」発表会に、日野町議会が招待されました。
　子どもの純粋な目を通して見た日野町には、大人目線では見つけられない発見や課題がたくさんある
ことに気付かされ、私たち議員も大変勉強になりました。

空き家を宿泊施設にしよう！

婚活イベントを開催して
若い家庭を増やせば少子化対策に

なるんじゃない？

文化財を見て回るツアーを
考えたらいいのに！

公園やテーマパークを作れば
日野に遊びに来たくなるよ！

パワーポイント
使いこなして凄いな…

　去る３月２日に西大路小学校の６年生の児童23名が、日野町役場４階の議場に見学に来てくれました。
議場では「未来の日野町」と題して、日野町の現状から課題を見つけ出し、このような日野町になったら良
いなと未来の日野町をプレゼンテーションしてくれました。子どもたちから発表後の感想をいただきました。

西大路小学校６年生「日野の未来を考える…未来の日野町」

日野小学校６年生

まちの幸福論　インフラ維持や食料自給率、未婚率のことなど、
もっと調べていきたい。他のグループの解決策と
つながるところがあったので、いろいろな方法で
問題が解決されるといいなと思う。

少子高齢化、限界集落をどうする？
　日野町がもっと快適な街になればいいなと思う
ので、まかせっきりではなくて、自分たちができ
ることを考えていきたい。

空き家はどうする？

　事故のことを調べることで、多くの動物が死ん
でいることや事故の種類が分かって良かった。

動物の事故をどうする？ 　アンケート調査を行い、みんなの意見や考えを
もとに発表できて良かった。また、ユニバーサル
デザインの観点など、いろいろな地域の事例を調
べることができて良かった。

町の公園、どうする？

　ごみを拾ってみて、その重さを実感し、改めて
ごみがたくさん捨てられている現状に気づいた。
なんでこんなところに落ちているのか、残念な気
持ちになった。

町のポイ捨てごみ、どうする？

　観光やイベントのことを調べて、改めて自分も
日野町のイベントに参加しようと思うことができ
た。自分たちでイベントを開催するつもりで提案
したが、うまく伝わらなかったことが残念だった。

イベントや観光をどうする？
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予算特別委員会での討論と採決
　３月10日と13日の２日間に予算特別委員会が開催され、令和４年度最終の補正予算と令和５年度当
初予算の審査が行われました。
　新年度予算では、これまでの地方創生推進交付金事業が統合されたデジタル田園都市国家構想交付
金事業で約１億1,223万円が計上され、うち「わたむき自動車プロジェクト」推進事業が57％を占めて
います。「わたむき自動車プロジェクト」は交付金採択期間３年間の２年目、事前着手から数えると３
年目に入るので、何らかの成果や将来に向けての方向性を示さなければなりません。
　そうした意味で、「わたむき自動車プロジェクト」に関する質疑が多く出され、討論では、新年度予
算に反対する討論１件と、賛成する討論１件が出ました。討論後の採決では、賛成多数により原案ど
おり可決すべきと決定し、３月議会の最終日（３月22日）に議決されました。

予算特別委員会

２億735万６千円
児童健全育成事業

（学童保育所運営補助および
太陽の子増設工事等）

    一般会計当初予算賛成多数で可決
～ 子育て支援・町の未来への投資事業・生活基盤と産業振興等に重点 ～

令和５年度 ３月
定例会

一般会計予算は95億4,400万円で、前年度比2,400万円（0.3％）の減
政策の柱の中から「未来を担うひとづくり」の主な事業と予算

1,477万１千円
地域子育て支援事業

（つどいのひろば『ぽけっと』
等への運営委託料他）

3,908万３千円
公立保育所運営事業
（あおぞら園、こばと園）

1,583万８千円
認定こども園運営事業
（桜谷こども園管理運営）

２億4,385万８千円
私立保育所運営事業
（私立保育園運営負担金）

１億18万２千円
学校給食事業

（給食用食材、光熱水費他）

１億589万７千円
文化振興事業

（わたむきホール虹管理運営等）

1,152万１千円
図書館管理事業

（町立図書館の管理運営）

新年度事業と予算（上記以外の主なもの）
○暮らしを支えるしごとづくり
・有害鳥獣駆除事業　　　　　　1,936万９千円　　・農地耕作条件改善事業� 2,788万５千円
・ふるさと応援寄附事業　　　　　　2,930万円　　・住宅リフォーム促進事業� 760万円

○安心、助け合いのくらしづくり
・福祉バス運行事業　　　　　　　　1,440万円　　・障害者総合支援事業� ７億7,975万６千円
・健康診査事業　　　　　　　　1,534万５千円　　・予防接種事業（コロナ除く）� 5,697万７千円
・八日市布引ライフ組合負担金　7,636万４千円　　・中部清掃組合負担金� ２億2,301万円

○住みたくなる都市基盤づくり
・路線バス対策事業　　　　　　7,752万６千円　　・交通安全対策事業（通学路）� 4,150万円
・公園管理運営事業　　　　１億7,945万７千円　　・消防団運営事業� 3,547万５千円

○みんなではぐくむ地域づくり
・デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）� １億1,223万８千円
・地区公民館活動事業　　　　　2,534万２千円　　・地区公民館管理事業� 2,552万９千円

《反対討論　加 委員》
　子ども医療費の無償化は入院費のみで、奨
学金制度は卒業してからの支援では遠い話に
なる。わたむき自動車プロジェクトはダイフ
ク便路線化の総括がなされておらず、さらな
る実験が必要か疑問である。
　土づくり事業もよくわかない。そうしたい
くつかの点で反対する。

《賛成討論　後藤委員》
　入院費無料化は大きく踏み出した取り組み
で、奨学金支援も今までから一歩踏み出した。
わたむき自動車プロジェクトは、とくにオン
デマンド交通が福祉理念のある施策で着実に
進められている。土づくり事業も含め説明を
聞けば全て理解できるので、賛成できる。

令和４年度一般会計補正予算（第９号）  

〔歳出の主な内容〕
○福祉バス運行事業� 405万３千円
　・通学バス確保のために福祉バスを利用
○小学校遠距離通学助成事業� △223万８千円
　・バス交通事業者へ委託運行するにあたり、町が専属的に使用するバス車両の使用料に係る経費
○子育て未来基金積立金� 3,559万３千円
　・今後、未来に必要となる子育て事業への経費の積立金
○予防接種事業（新型コロナウイルスワクチン）� △5,387万５千円
　・新型コロナウイルスワクチン接種事業の精算見込み
○畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業� ３億3,418万９千円
　・国の補正予算により措置された補助金を活用し、畜産農家が行う牛舎整備等支援金
○地域経済緊急支援事業� 4,900万円
　・「ふるさと日野町がんばろうクーポン券」事業経費
○道路維持補修事業� 856万円
　・国の補正予算に伴う追加割当ての地方債を活用し、町道東桜谷旧県道の舗装工事費
○小学校教育振興事業� 96万３千円
　・寄附金を活用して、次年度の小学校新入生に入学祝い品を贈る経費

歳入歳出それぞれ１億620万３千円を追加して、
予算総額を104億6,995万６千円とする
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調査・研究
●令和５年度デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）事業の深掘り

「DX（デジタルトランスフォーメーション）」と「グリーン」「官民共創」で築く
ポストコロナ時代の地方都市「近江日野商人」ふるさとプロジェクトの検証

　令和４年度から継続される「わたむき自動車プロジェクト」で、3月1日から始められた「AIを活用し
たオンデマンド交通の利用の状況、利用された方の声を聞くためのアンケートの実施など、また、工業
団地の通勤バス実証実験について質問がでました。以下の事業が新年度進められることになります。

①わたむき自動車プロジェクト推進事業� 6,401万2千円
　デジタル技術を活用したエビデンスに基づく公共交通分析� 1,000万円
　コミュニティバスを活用した町内周遊促進事業� 682万5千円
　「マイカー移動を路線バスへ」推進事業
　・AIを活用したオンデマンド交通実証事業� 3,388万円
　・工業団地通勤バス実証実験� 548万円
②「ちょっと工夫でエコロジーなまちづくり」推進事業� 485万7千円
③「日野町版DX」で築く地域経済活性化と関係人口拡大� 902万5千円

地方創生特別委員会
●議第６号　町道の路線の認定について
Q　�町道認定に伴う周辺道路状況は？
A　�三十坪から石原の区間は町道三十坪石原線、山上木材の交差点から猫田集落の中は県道日野徳原線。

● 議第11号　日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
Q　屋外広告物はどれぐらい申請があるのか？
A　�許可は一年未満から上限３年まで、期間によるため年度ごとに金額も相違し件数も30～50件程度。

●議第12号　日野町使用料条例の一部を改正する条例の制定について
Ｑ　使用料が上がるおもな根拠は何か？
Ａ　�大谷公園は改修工事を行った。利便性向上が見込める場合にこれまでも使用料を上げてきた。

●議第18号　日野町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
Ｑ　町全体で占用料の徴収は年額いくらあるのか？
Ａ　�今年度の見込額は約640万円、今回の改定に伴い70万円の増額を見込んでいる。

●議第19号　 日野町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

●議第22号　令和４年度日野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
●議第31号　令和５年度日野町下水道事業会計予算
Ｑ　将来的に農業集落排水を公共下水道にしていく流れになるのか？
Ａ　�令和23年から27年を目途に最終的には公共下水道と接続する予定をしている。

付託議案の採決
反対討論はなく一括採決 ➡ 全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました。

産業建設常任委員会

付託議案13議案のうちここでは主なもの６議案とその要点
●議第８号　日野町避難行動要支援者に係る名簿情報の提供等に関する条例の制定について
この条例は、災害対策基本法に基づく避難行動要支援者名簿の情報提供に関し必要な事項を定める条例。

● 議第14号　日野町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例および日野
町放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について
利用乳幼児の安全確保を図るための安全計画を策定し、その計画に従い必要な措置を定める。

●議第15号　日野町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について
高校生等についても、入院費に係る医療費を福祉医療費として助成する。

●議第26号　令和５年度日野町国民健康保険特別会計予算
Ｑ　令和５年度は歳入予算が前年度より減少しているが保険税は上げられるのはなぜか。
Ａ　一人当たりの医療費が増加しているため税負担も増える。

●議第27号　令和５年度日野町介護保険特別会計予算
Ｑ　介護保険認定者の推移と介護職員の体制状況は。
Ａ　�この制度は平成12年に始まり、平成24年度には870人、令和元年度には1,050人、令和５年２月現在
では1,075人であり約16％の認定率となっている。介護職員は全国的に不足状態であり、当町では
研修者の受講対策に力を入れ、人材育成にも努めている。

●議第28号　令和５年度日野町後期高齢者医療特別会計予算
Ｑ　所得により負担割合が増えた人がいるがどのような状況か。
Ａ　�２月末時点で被保険者数は3,457人で、３割負担の人が113人、２割負担の人が563人となっている。

付託議案の採決
反対討論はなく一括採決 ➡ 全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました。

厚生常任委員会 総務常任委員会
付託議案

●議第７号　 日野町財産区個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
●議第９号　 日野町附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について
●議第10号　 日野町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用および特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

●議第29号　 令和5年度日野町西山財産区会計予算
●議第32号　 日野町課制条例の一部を改正する条例の制定について

（町長の権限に属する事務を分掌させるため、新たに「交通環境政策課」を設置する）

付託議案の採決
反対討論はなく一括採決 ➡ 全委員一致にて全議案を可決すべきものと決しました

協議事項
●「地方の鉄道路線の便数維持・利便性確保に向けた国の積極的関与を求める意見書」について
地方鉄道、路線バス等公共交通の維持・確保に向けた国の積極的関与を求めるため、日野町議会として
国に対し意見書を提出すべきと全委員一致にて決しました。

●請願第８号　 国に対し「所得税法第56条廃止と、必要な箇所の改善を求める意見書」提出を求める請
願書
12月議会にて継続審査となったため２月14日に閉会中審査を開催し、今回の委員会で採決
に至った結果、賛成少数により不採択となりました。（賛成者：加 、齋藤、奥平）

調査研究
●文化財保存活用地域計画の進捗報告と意見交換
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議会改革特別委員会
～議員間討議から方向性を導き出す
「話し合い、提案する、積極的な議会」～
17期でできたこと

☆全会一致を原則とし全員の合議で進めた
• �議員の名札作成
• �予算・決算委員会を全議員対象に
• �議会BCPの策定
• �議会報告会を意見交換会として実施
• �資料のデータ化、パソコン環境の整備

17期議会の
振り返り

継続的課題

• �タブレットなどさらに機能的に
• �通年議会の導入
• �行政との連携
• �議員のなり手不足問題
• �意見交換の内容を政策へ反映させる仕組み
• �議員・議会の先進地研修と地域還元

「地域おこし協力隊」による活動報告会
　２月16日、役場にて地域おこし協力隊３名による活動報告会が行われ、地域資源を活用した体験型コン
テンツ（情報の中身）の企画や実施、空き家の多様な活用に関するモデルケースとなる取り組みにより「①
関係人口の創出と拡大」「②移住・定住の促進」について発表され、町議会議員はじめ役場関係者が出席
しました。
　はじめに堀江日野町長よりあいさつがあり、その後３名の隊員が順次スライドを使って１年間の活動実
績を報告されましたのでその概要をお知らせします。

　１年目は地域の皆さんのお手伝いをしようとの思いから日野町内の様々な場所へ出
かけ、その地域の色々な行事に参加した様子を述べられた。また関係人口の創出と拡
大のために日野ギンザ横丁の開拓はじめ新規スポットの開拓・登録（30軒）やユーザ
ーの新規登録数（47名）についてスライドを使って報告されました。

宮
みや

根
ね

�通
とおる

　隊員

　基本活動については研修と視察（10回）、オンラインを使った情報交換「学生１on
１」（22回）、各種イベントや行事への参加、大字石原の旧辰巳屋でのDIYイベント（３
回、累計35名）、学生地域インターン（計17名）の様子と、この活動に参加された町外・
県外の人たちと地元の人たちとの交流について報告されました。

吉
よしかい
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せい

来
な

�隊員

　地域の資源を活用した体験型コンテンツの企画・実施では、日野町のスポット開拓
（40スポット）、都湯サウナフェス（利用者延べ106名）、スポーツふれあいフェスタ出
店（日野米20袋）、なないろでのボードゲームカフェ（７/16出店で利用者６名）等を
報告され、定住に向けた活動のデザインやライティングも発表されました。

市
いちかわ

川愛
なる

海
み

�隊員

　なお、これらの活動報告会の内容は、日野町ホームページでも視聴できます。

■利用者調査分析　Ｑ＆Ａ
Q１.�1日どのくらい利用件数があるの　　��A１.�１日平均14件
Q２.�どこへの利用者が多いの　　　　　　A２.�フレンドマート、記念病院
Q３.�どこの地域利用者が多いの　　　　　A３.�豊田、上駒月、下迫
Q４.�どの時間帯に利用者が多いの　　　　A４.�８～13時
Q５.�空いている時間帯はいつが多いの　　A５.�13～17時
Q６.�予約はいつされているの　　　　　　A６.�１時間未満等、当日が多い
Q７.�帰りの予約はいつされているの　　　A７.�行き帰り一緒の予約が多い
Q８.�乗り合わせ利用はあるの　　　　　　A８.�少ない
Q９.�会員登録の取得状況は　　　　　　　A９.� 533人（３月31日時点）
Q10.�会員証取得には何日かかるの　　　　A10.�申込みから２週間ほど
Q11.�目的地停留所はいくつあるの　　　　A11.�町内59か所、町外５か所

■乗車体験された方からの意見と感想は…？
〇運行日（土日）運行時間を拡大して欲しい。
〇時間を気にせずに移動できるようになって良かった。
〇今までバス停まで遠かったが、家近くに停留所ができて助かっている。
〇免許返納して困っていたので助かる。
〇友達と乗り合わせ遊びに行った、とても楽しかった。
〇定期的に利用してドライバーさんとも仲良くなって楽しみになった。
〇利用方法が難しいと思っていたが、使ってみると簡単だった。

３人乗り車両　トヨタ タンク

5人乗り車両　トヨタ エスクァイア

住宅地停留所96か所

『チョイソコひの』実証実験スタート （３月１日）

1会員証取得する
会員登録申込み

会員証の取得

（申込書又はインターネット）▶︎▶︎ 株式会社アイシン　予約受付センター
チョイソコセンター☎050-2018-8539

（会員証郵送）

2乗車予約する
乗車申込み

乗車日時、行先予約完了

（電話又はインターネット）▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎ 株式会社アイシン　予約受付センター
チョイソコセンター☎050-2018-8539

3「チョイソコひの」を利用する
指定した停留所で待つ

（行き）

「チョイソコひの」近江タクシー車両２台③ ②
（スマホで情報キャッチ）

目的地停留所まで乗車
（帰りの予約されていない場合は予約する）

④

「チョイソコひの」近江タクシー車両⑤

「チョイソコひの」近江タクシー車両⑧

指定した停留所で待つ
（帰り）

⑥

住宅地停留所まで乗車 ⑦

情報
通信

①

次
ペ
ー
ジ
は
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問
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議会改革特別委員会
～議員間討議から方向性を導き出す
「話し合い、提案する、積極的な議会」～
17期でできたこと

☆全会一致を原則とし全員の合議で進めた
• �議員の名札作成
• �予算・決算委員会を全議員対象に
• �議会BCPの策定
• �議会報告会を意見交換会として実施
• �資料のデータ化、パソコン環境の整備

17期議会の
振り返り

継続的課題

• �タブレットなどさらに機能的に
• �通年議会の導入
• �行政との連携
• �議員のなり手不足問題
• �意見交換の内容を政策へ反映させる仕組み
• �議員・議会の先進地研修と地域還元

「地域おこし協力隊」による活動報告会
　２月16日、役場にて地域おこし協力隊３名による活動報告会が行われ、地域資源を活用した体験型コン
テンツ（情報の中身）の企画や実施、空き家の多様な活用に関するモデルケースとなる取り組みにより「①
関係人口の創出と拡大」「②移住・定住の促進」について発表され、町議会議員はじめ役場関係者が出席
しました。
　はじめに堀江日野町長よりあいさつがあり、その後３名の隊員が順次スライドを使って１年間の活動実
績を報告されましたのでその概要をお知らせします。

　１年目は地域の皆さんのお手伝いをしようとの思いから日野町内の様々な場所へ出
かけ、その地域の色々な行事に参加した様子を述べられた。また関係人口の創出と拡
大のために日野ギンザ横丁の開拓はじめ新規スポットの開拓・登録（30軒）やユーザ
ーの新規登録数（47名）についてスライドを使って報告されました。

宮
みや

根
ね

�通
とおる

　隊員

　基本活動については研修と視察（10回）、オンラインを使った情報交換「学生１on
１」（22回）、各種イベントや行事への参加、大字石原の旧辰巳屋でのDIYイベント（３
回、累計35名）、学生地域インターン（計17名）の様子と、この活動に参加された町外・
県外の人たちと地元の人たちとの交流について報告されました。

吉
よしかい

海星
せい

来
な

�隊員

　地域の資源を活用した体験型コンテンツの企画・実施では、日野町のスポット開拓
（40スポット）、都湯サウナフェス（利用者延べ106名）、スポーツふれあいフェスタ出
店（日野米20袋）、なないろでのボードゲームカフェ（７/16出店で利用者６名）等を
報告され、定住に向けた活動のデザインやライティングも発表されました。

市
いちかわ

川愛
なる

海
み

�隊員

　なお、これらの活動報告会の内容は、日野町ホームページでも視聴できます。

■利用者調査分析　Ｑ＆Ａ
Q１.�1日どのくらい利用件数があるの　　��A１.�１日平均14件
Q２.�どこへの利用者が多いの　　　　　　A２.�フレンドマート、記念病院
Q３.�どこの地域利用者が多いの　　　　　A３.�豊田、上駒月、下迫
Q４.�どの時間帯に利用者が多いの　　　　A４.�８～13時
Q５.�空いている時間帯はいつが多いの　　A５.�13～17時
Q６.�予約はいつされているの　　　　　　A６.�１時間未満等、当日が多い
Q７.�帰りの予約はいつされているの　　　A７.�行き帰り一緒の予約が多い
Q８.�乗り合わせ利用はあるの　　　　　　A８.�少ない
Q９.�会員登録の取得状況は　　　　　　　A９.� 533人（３月31日時点）
Q10.�会員証取得には何日かかるの　　　　A10.�申込みから２週間ほど
Q11.�目的地停留所はいくつあるの　　　　A11.�町内59か所、町外５か所

■乗車体験された方からの意見と感想は…？
〇運行日（土日）運行時間を拡大して欲しい。
〇時間を気にせずに移動できるようになって良かった。
〇今までバス停まで遠かったが、家近くに停留所ができて助かっている。
〇免許返納して困っていたので助かる。
〇友達と乗り合わせ遊びに行った、とても楽しかった。
〇定期的に利用してドライバーさんとも仲良くなって楽しみになった。
〇利用方法が難しいと思っていたが、使ってみると簡単だった。

３人乗り車両　トヨタ タンク

5人乗り車両　トヨタ エスクァイア

住宅地停留所96か所

『チョイソコひの』実証実験スタート （３月１日）

1会員証取得する
会員登録申込み

会員証の取得

（申込書又はインターネット）▶︎▶︎ 株式会社アイシン　予約受付センター
チョイソコセンター☎050-2018-8539

（会員証郵送）

2乗車予約する
乗車申込み

乗車日時、行先予約完了

（電話又はインターネット）▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎ 株式会社アイシン　予約受付センター
チョイソコセンター☎050-2018-8539

3「チョイソコひの」を利用する
指定した停留所で待つ

（行き）

「チョイソコひの」近江タクシー車両２台③ ②
（スマホで情報キャッチ）

目的地停留所まで乗車
（帰りの予約されていない場合は予約する）

④

「チョイソコひの」近江タクシー車両⑤

「チョイソコひの」近江タクシー車両⑧

指定した停留所で待つ
（帰り）

⑥

住宅地停留所まで乗車 ⑦

情報
通信

①

次
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令和５年３月
町議会定例会における
一般質問内容および質問順序

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。

本会議の模様をインターネットで配信しています。	
（ライブ中継・録画中継）

上のQRコードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 山田　人志 １	 執行側の「議会のふり返り」を共有できないか P.19

2 髙橋　源三郎
１	 人口減少と少子化対策について
２	 ＬＧＢＴ問題に対する町の見解を問う

P.11

3 西澤　正治 １	 コロナ３年を経過して P.19

４ 奥平　英雄
１	 役場駐車場の舗装改修と路面標示ができないか
２	 町道大窪内池線と県道4１号線の除雪対応は

P.12

5 山本　秀喜
１	 �町のコンプライアンス（法令遵守、公平・公正）は本当に
大丈夫？

２	 �「安心、助け合いのくらしづくり」に向けて
P.13

6 齋藤　光弘
１	「チョイソコひの」目的地停留所の利用拡大を
２	 幼児教育保育の在り方検討懇話会は保育体制の充実を

P.14

7 中西　佳子
１	 介護支援ボランティア制度について
２	 防犯に強いまちづくりについて

P.15

8 加 　和幸

１	 �わたむき自動車プロジェクト・オンデマンド交通を前に
通勤バス実証実験の総括は？

２	 副町長は「任期を全うする」と表明されたが‥‥
３	 参与の２年間の仕事実績について

P.16

9 野矢　貴之
１	 コミュニティスクールにおける学校と公民館の関わりは
２	 公民館は地域課題解決に積極的なポジションか？

P.17

10 後藤　勇樹
１	 文化財への意識向上と保存活用に向けて
２	 農業後継者問題と食料自給率向上について
３	 一人ひとりが大切にされる日野町をめざして

P.18

10議会だより
日野町議会
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一 質般 問

　
い
ま
国
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、ほ
ぼ
横

ば
い
状
態
で
す
。し
か
し
出

生
数
に
関
し
て
は
減
少
し
て

き
て
お
り
、昨
年
80
万
人
の

壁
を
破
り
79
万
人
台
に
な
り

ま
し
た
。国
の
予
想
よ
り
10

年
ほ
ど
早
ま
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
政
府
は「
異
次

元
の
少
子
化
対
策
」を
発
表

し
、最
重
要
政
策
の
一
つ
と

位
置
づ
け
ま
し
た
。し
か
し

な
が
ら
、こ
の
政
策
は
既
に

生
ま
れ
て
い
る
子
ど
も
へ
の

「
子
育
て
支
援
策
」が
ほ
と
ん

ど
で
①
児
童
手
当
の
拡
充
②

妊
産
婦
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
③
育
児
休
業
制
度
の
強
化

な
ど
が
主
な
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
だ
け
で
本
当
に

出
生
数
が
増
加
に
転
じ
る
の

か
疑
問
で
あ
り
、そ
れ
よ
り

も
独
身
男
女
の
結
婚
問
題
ま

で
踏
み
込
ん
だ
対
策
を
立
て

な
い
限
り
、出
生
数
は
減
少

の
一
途
を
辿
る
と
思
い
ま

す
。そ
れ
ゆ
え
今
後
は
行
政

も
中
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、

誰
も
が
結
婚
し
や
す
い
社
会

の
環
境
や
雰
囲
気
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。よ
っ
て
町
独
自

の
施
策
を
色
々
と
検
討
い
た

だ
き
、未
婚
率
の
急
激
な
上

昇（
左
の「
生
涯
未
婚
率
の
推

移
」の
グ
ラ
フ
参
照
）を
止

め
、婚
姻
件
数
を
増
加
に
転

じ
て
い
く
た
め
の
対
策
を
日

野
町
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

 

　

町
の
少
子
化
対
策

で
は
結
婚
か
ら
子
育

て
ま
で
、そ
の
時
々
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
い
、若
い
世
代
が

出
産
や
子
育
て
に
希
望
の
持

て
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。今
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
婚
活
事
業

等
の
成
果
と
し
て
、平
成
23

～
28
年
度
は『
ク
ラ
ブ
キ
ュ

　
今
年
２
月
、岸
田

総
理
大
臣
の
秘
書
官

を
務
め
て
い
た
荒
井
氏
が
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
問
題
に
関
し
て「
問

題
発
言
」を
行
っ
た
と
し
て

更
迭
さ
れ
、辞
職
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
い
ま

欧
米
で
は〝
同
性
結
婚（
同
性

婚
）〟の
法
的
保
護
を
認
め
て

い
る
国
が
あ
り
、こ
の
波
は

日
本
に
も
押
し
寄
せ
て
い
ま

す
。既
に
県
や
市
町
レ
ベ
ル

で
も
同
性
婚
の
法
的
保
護
を

認
め
る
法
案
を
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、国
会
で

も「
同
性
婚
法
制
化
」問
題
と

し
て
議
論
が
は
じ
ま
っ
て
い

ま
す
。こ
の
動
き
に
対
し
て

岸
田
総
理
は〝
家
族
観
や
価

値
観
、社
会
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
課
題
だ
〟と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
一
方
で
は
、自

民
党
の
茂
木
幹
事
長
は〝
わ

が
党
に
お
い
て
も
引
き
続
き

提
出
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
〟と
述
べ
ら
れ
、

同
じ
党
内
で
も
意
見
が
様
々

で
す
。

　
こ
の
問
題
の
判
断
は
非
常

に
難
し
い
も
の
が
あ
り
、肯

定
派
か
ら
見
れ
ば「
性
の
多

様
性
を
認
め
よ
」と
か「
差
別

は
い
け
な
い
」、「
少
数
意
見

を
尊
重
せ
よ
」な
ど
と
言
い

ま
す
が
、否
定
派
か
ら
見
れ

ば
日
本
国
憲
法
第
24
条
で
は

「
婚
姻
は
、両
性（
男
性
と
女

性
）の
合
意
の
み
に
基
づ
い

て
成
立
し
…
」と
あ
り
、ま
た

同
性
婚
を
認
め
れ
ば
人
類
の

「
子
孫
を
残
す
」と
い
う〝
人

間
の
営
み
〟に
反
す
る
行
為

の
た
め
認
め
ら
れ
な
い
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
す
。今
後

こ
の
問
題
は
全
国
の
市
町
に

も
波
及
し
て
く
る
と
思
い
ま

す
が
、こ
の
問
題
に
対
す
る

町
と
し
て
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

　

性
的
指
向
や
性
自

認
を
理
由
と
す
る
差

別
や
偏
見
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。国
で
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
問

題
を
巡
り
議
論
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
動
き
を
注
視
す
る
。

年
齢
や
性
別
に
関
わ
り
な
く
、

す
べ
て
の
町
民
が
そ
の
人
ら

し
く
尊
重
さ
れ
る
町
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
問
題
に
対
す
る

　
　
　
　

 

町
の
見
解
を
問
う

そ
の
人
ら
し
く
尊
重
さ
れ
る
町
を
目
指
す

２市２町の広域による婚活事業に取り組んでいる

人口減少と少子化対策について

髙橋 源三郎 議員

ピ
ド
ン
』と
い
う
婚
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、平
成

27
年
度
か
ら
は
地
域（
公
民

館
等
）で
開
催
さ
れ
る
婚
活

イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
も
行
っ

て
き
た
。ま
た
、平
成
29
年
度

か
ら
は
２
市
２
町（
近
江
八

幡
市
、東
近
江
市
、日
野
町
、

竜
王
町
）の
広
域
に
よ
る
婚

活
事
業
を
実
施
し
、新
た
な

出
会
い
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

【
解
説
】 「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
」

Ｌ
…�

レ
ズ
ビ
ア
ン（
女
性
が

女
性
を
好
き
に
な
る
）

Ｇ
…�

ゲ
イ（
男
性
が
男
性
を

好
き
に
な
る
）

Ｂ
…�

バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル（
同

性
も
異
性
も
好
き
に

な
る
）

Ｔ
…�

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
体
の
性
と
心
の
性
が

異
な
る
）

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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公共施設の全体的な優先度を考慮しつつ、対応したい

役場駐車場の舗装改修と路面標示ができないか

住
民
か
ら
要
望
等
が
あ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　

そ
の
都
度
、県
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す

　
役
場
駐
車
場
の
路

面
標
示
の
白
線
は
薄

く
な
り
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に

ク
ラ
ッ
ク
が
入
り
陥
没
し
て

い
る
こ
と
か
ら
改
修
を
求
め

質
問
し
ま
し
た
。

①�

役
場
北
側
駐
車
場
の
庁
舎

か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ま
で
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
改
修
、

白
線
の
引
き
直
し
の
路
面

標
示
が
で
き
な
い
か
。

②�

町
営
バ
ス
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
と
白

線
の
区
切
り
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。町
営
バ
ス

駐
車
場
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
の
か
。

③�

正
面
玄
関
前
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
改
修
と
車
の
進
入

路
の
路
面
標
示
が
で
き
な

い
か
。

①�

町
と
し
て
改
修
が

必
要
で
あ
る
と
考

　

�

え
て
お
り
ま
す
。白
線
や

標
識
に
つ
い
て
も
、舗
装

修
繕
に
合
わ
せ
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

②�
現
在
、町
営
バ
ス
は
旧
消

防
署
跡
地
に
駐
車
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、標
示
の
混

同
に
つ
き
ま
し
て
は
、何

ら
か
の
対
応
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

③�

こ
れ
ら
役
場
庁
舎
ま
わ
り

全
般
に
つ
き
ま
し
て
は
、

来
庁
者
等
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
改
修
等
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

公
共
施
設
の
全
体
的
な
改

修
の
優
先
度
を
考
慮
し
つ

つ
、対
応
し
て
参
り
た
い
。

　
1
月
25
日
、こ
の

冬
一
番
の
寒
気
が
流

れ
込
み
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。

町
道
大
窪
内
池
線
、県
道
41

号
線
は
生
活
道
路
で
す
が
、

空
き
家
が
増
え
高
齢
化
が
進

み
、な
か
な
か
除
雪
で
き
ず
、

29
日
に
な
っ
て
も
雪
が
固
ま

っ
た
ま
ま
で
通
勤
・
通
学
に

大
変
危
な
い
状
態
が
続
い
た

こ
と
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。

①�

25
日
大
雪
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。

②�

29
日
に
な
っ
て
も
町
道
大

窪
内
池
線
の
雪
が
固
ま
っ

た
ま
ま
だ
っ
た
が
、通
勤・

通
学
道
路
で
あ
る
こ
と
か

ら
町
と
し
て
の
対
応
は
何

か
さ
れ
た
の
か
。

③�
県
道
41
号
線
に
つ
い
て
も
、

除
雪
を
県
に
依
頼
さ
れ
た

の
か
。

①�

午
前
３
時
よ
り
町

内
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

　

�

10
㎝
以
上
の
積
雪
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、担
当

者
に
除
雪
指
示
を
行
い
ま

し
た
。再
度
、パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、午
後
２
時
ご
ろ

担
当
者
に
２
回
目
の
除
雪

指
示
を
行
い
、再
度
、除
雪

作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

②�

担
当
課
に
お
い
て
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
、雪
が
残
っ

て
い
る
個
所
に
融
雪
剤
の

散
布
を
行
い
ま
し
た
。

③�

滋
賀
県（
東
近
江
土
木
事

務
所
）が
業
者
委
託
に
よ

り
除
雪
の
対
応
を
さ
れ
て

お
り
、町
か
ら
県
に
除
雪

作
業
の
依
頼
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。な
お
、国
道
、県

道
の
除
雪
に
関
し
て
住
民

か
ら
要
望
等
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
、県
に
お
伝
え

し
て
お
り
ま
す
。

町
道
大
窪
内
池
線
と
県
道
41
号
線
の
除
雪
対
応
は

▶
積
雪
が
凍
り
、

　
通
勤
・
通
学
に
危
険
な
状
態

▶
役
場
北
駐
車
場
の
白
線
と

　
ひ
び
割
れ
の
状
態

▶�

役
場
正
面
玄
関
前
の
ひ
び
割
れ

の
状
態

▶
家
屋
の
陰
に
な
り
、

　
路
面
に
雪
が
長
く
残
る

奥平 英雄 議員
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一 質般 問

▶
町
が
取
り
組
む
緊
急
通
報
装
置

　
私
は
、町
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ

い
て
の
一
般
質
問
を
再
三
行

い
、健
全
な
町
運
営
に
務
め

て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
き

ま
し
た
。

　
堀
江
町
政
に
お
い
て
は
、

昨
年
に
発
生
し
た「
官
製
談

合
防
止
法
違
反
」で
、検
証
会

議
か
ら
意
見
書
が
提
出
さ
れ

「
１
日
で
も
早
く
町
民
の
皆

さ
ま
の
信
頼
回
復
に
努
め

る
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
地
方
自

治
体
は
、①
社
会
全
体
で
公

平・公
正・平
等
の
姿
勢
を
つ

ら
ぬ
く
、②
法
令
遵
守
は
必

須
、③
不
正・不
祥
事
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
く
、住
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
一
度
、「
官
製
談
合
防
止

法
」に
関
わ
る
案
件
、町
の
関

わ
る「
随
意
契
約
」「
専
決
処

分
」「
障
が
い
者
の
法
定
雇
用

率
」な
ど
問
題
な
い
か
を
伺

い
ま
し
た
。

　
「
よ
り
ク
リ
ー
ン

な
町
政
を
進
め
る
」

と
い
う
理
念
は
、今
も
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。官
製
談
合

防
止
法
の
案
件
は
、検
証
会

議
の
意
見
を
踏
ま
え
、再
発

防
止
策
を
策
定
し
、公
正
・
公

平
な
職
務
に
取
り
組
み
、信

頼
回
復
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

町
の
随
意
契
約
に
つ
い
て

は
、地
方
自
治
法
施
行
令
に

基
づ
き
適
正
に
事
務
を
執
行

し
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
予

定
価
格
が
30
万
円
を
超
え
る

随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、総

務
課
や
契
約
審
査
会
で
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。随
意
契

約
の
公
表
は
、他
市
町
が
実

施
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

来
年
度
公
表
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。　

　

専
決
処
分
は
地
方
自
治
法

に
基
づ
き
適
正
に
実
施
し
て

い
ま
す
。障
が
い
者
の
法
定

雇
用
率
は
、3
・
2
％
で
達
成

し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
方
も
障

が
い
者
の
方
も「
安

心
、助
け
合
い
の
く
ら
し
づ

く
り
」が
、町
の
第
６
次
総
合

計
画
の
政
策
の
柱
に
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
の
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
か
ら
く
る
光
熱
費
の
上
昇

や
こ
の
物
価
高
が
与
え
る
影

響
は
、よ
り
一
層
厳
し
い
も

の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、私
は
町
の
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
、障
が
い
者
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
支
援
体
制
を
調

べ
て
み
ま
し
た
。在
宅
高
齢

者
等
に
対
す
る
お
む
つ
助
成

事
業
や
緊
急
通
報
装
置
の
事

業
、税
の
障
が
い
者
控
除
な

ど
が
あ
り
、よ
り
支
援
体
制

を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
や
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
に

寄
り
添
っ
た
施
策
を
求
め
質

問
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
方

へ
の
支
援
は
、補
装

具
や
日
常
生
活
用
具
の
給
付
、

日
中
活
動
や
生
活
の
場
を
必

要
と
さ
れ
る
方
の
作
業
所
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、収
入
面
で
支
援

が
必
要
な
方
は
、障
害
年
金

や
生
活
保
護
費
の
申
請
援
助

等
、一
時
的
な
金
銭
の
交
付

よ
り
も
一
人
ひ
と
り
異
な
る

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
う
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
り
、一
人
ひ

と
り
異
な
る
身
体
の
状
況
や

家
族
状
況
、生
活
環
境
等
を

確
認
し
た
上
で
、様
々
な
ニ

ー
ズ
や
困
り
ご
と
に
寄
り
添

い
、地
域
の
見
守
り
・
支
え
合

い
等
も
含
め
た
地
域
全
体
の

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

障
が
い
者
の
お
む
つ
助
成

制
度
や
、ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
等
の
緊
急
時
に
対
処
す

る
た
め
の
通
報
装
置
を
設
置

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。課

題
と
し
て
は
、助
成
制
度
の

周
知
不
足
が
考
え
ら
れ
、日

頃
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
支
援
者
や
、窓
口
相
談

時
に
お
け
る
家
族
へ
の
周
知

を
徹
底
す
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
は
常
時
見
守
り
等
を
要
す

る
者
と
規
定
し
て
い
る
た
め
、

利
用
者
が
限
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
課
題
で
す
。

「
安
心
、
助
け
合
い
の
く
ら
し
づ
く
り
」
に
向
け
て

障
が
い
者
の
お
む
つ
助
成
制
度
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

緊
急
時
に
対
処
す
る
た
め
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が
あ
る

町として公正・公平な職務に取り組む、
　　　　　　　　町の随意契約は公表していく

町のコンプライアンス（法令遵守、公平・公正）は
　　　　　　　　　　　　　　　　本当に大丈夫？

山本 秀喜 議員

官製談合防止法違反
町の改善指針

1.入札・契約制度の改善
2.人員・組織の改善
3.業務体制の改善

令和５年3月２２日
町のホームページに掲載

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ

の
」の
実
証
実
験
が
利
用
拡

大
す
る
よ
う
利
用
状
況
、停

留
所
の
追
加
、今
後
の
事
業

計
画
等
を
伺
い
た
く
質
問
し

ま
し
た
。

①�

利
用
状
況
、２
台
の
車
両
、

会
員
登
録
状
況
は
ど
う
か
。

②�
町
外
へ
の
目
的
地
停
留
所

の
設
置
は
ど
う
な
る
の
か
。

③�

目
的
地
停
留
所
か
ら
の
利

用
が
可
能
と
な
る
が
、町

民
の
み
な
さ
ん
に
広
く
案

内
説
明
し
て
い
る
の
か
。

④�

９
月
以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
運
賃
設
定
は
ど
う
か
。

⑤�

人
流
デ
ー
タ
の
収
集
・
分

析
に
基
づ
く
公
共
交
通
体

系
分
析
と
は
、な
に
か
。

①�

３
月
１
日
か
ら
７

日
ま
で
に
、延
べ

　

�

36
回
の
利
用
が
あ
り
、会

員
登
録
者
数
は
現
在
３
６

７
名
と
な
り
、２
台
で
運

行
で
き
て
い
ま
す
。

②�

東
近
江
市
と
甲
賀
市
の
交

通
事
業
者
様
等
の
ご
理
解

に
よ
り
、医
療
機
関
へ
の

一
部
乗
り
入
れ
の
ご
承
認

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

③�
ご
要
望
が
あ
れ
ば
自
治
会

等
で
の
説
明
会
も
開
催
し
、

広
報
な
ど
で
周
知
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

④�

実
証
実
験
の
状
況
を
見

極
め
て
判
断
し
た
い
。本

格
運
行
の
運
賃
は
、町
内

２
０
０
円
、町
外
４
０
０

円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

⑤�

地
域
の
公
共
交
通
・
移
動

全
体
に
つ
い
て
、検
討
を

進
め
る
た
め
、人
流
デ
ー

タ
な
ど
の
分
析
と
公
共
交

通
再
編
の
設
計
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
２
月
24
日
議
会
へ

の
中
間
報
告
を
さ
れ

た
が
、保
育
環
境
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、今
後
の
動
向
を

注
視
す
る
と
こ
ろ
で
す
。次

年
度
懇
話
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
保
育
体
制
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

①�

次
年
度
、本
題
の
施
設
の

在
り
方
の
意
見
収
集
す
る

計
画
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

②�

保
育
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、子
育
て
環
境
全
体
の

課
題
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
。

③�

次
年
度
の
待
機
児
童
は
ど

う
な
る
の
か
。

④�
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
た

め
の
次
年
度
の
対
策
は
、

ど
う
さ
れ
る
の
か
。

⑤�

次
年
度
に
向
け
て
保
育
士

等
の
必
要
数
を
採
用
さ
れ

た
の
か
。思
い
切
っ
た
処

遇
改
善
は
さ
れ
た
の
か
。

①�

全
国
の
先
進
事
例

な
ど
を
調
査
し
、

　

�

整
備
計
画
の
選
択
肢
が
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。住
民

の
皆
様
に
意
見
を
聴
く
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、

ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

②�

保
育
人
材
の
確
保
と
保
育

の
質
の
向
上
の
対
策
が
必

要
で
す
。保
育
児
童
の
増

加
、家
庭
支
援
の
必
要
な

世
帯
の
増
加
に
対
し
、人

員
不
足
等
に
よ
り
担
任
や

加
配
職
員
は
十
分
な
保
育

が
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

早
急
な
確
保
対
策
が
必
要

で
す
。

③�

今
年
度
６
名
と
同
数
程
度

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

④�

引
き
続
き
保
育
士
の
確
保
、

在
り
方
検
討
で
の
協
議
、

０
～
２
歳
児
の
19
名
以
下

の
小
規
模
保
育
施
設
の
研

究
を
行
い
ま
す
。

⑤�

12
月
の
早
い
段
階
か
ら
募

集
を
行
い
、２
名
を
採
用

し
ま
し
た
が
、必
要
人
数

に
は
満
た
な
い
状
況
で
す
。

近
隣
市
町
以
上
の
雇
用
条

件
に
な
る
よ
う
、給
与
額

の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し

た
。

保
育
人
材
の
確
保
と
保
育
の
質
の
向
上
の
対
策
が
必
要
で
す

利用者の要望があれば各自治会等での説明会も開催します

齋藤 光弘 議員

「チョイソコひの」目的地停留所の利用拡大を

▶
公
民
館
で
の

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

▶
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ

▶「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」車
両

　
役
場
駐
車
場
で
待
機
中

「チョイソコひの」
ステッカー

幼
児
教
育
保
育
の
在
り
方
検
討
懇
話
会
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
体
制
の
充
実
を
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一 質般 問

多くの方々に活動いただける仕組みづくりが必要

介護支援ボランティア制度について

中西 佳子 議員

　
社
会
は
、
高
齢
化

と
核
家
族
化
に
よ

り
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増

加
し
て
お
り
、
買
い
物
や
ゴ

ミ
出
し
な
ど
日
常
の
生
活
を

支
え
る
取
り
組
み
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で

何
点
か
伺
う
。

①�
町
に
お
い
て
、
高
齢
者
や

自
立
が
難
し
い
人
等
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ

れ
て
い
る
状
況
は
。

②�

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

で
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
」
が
あ
る
が
、

こ
の
制
度
の
実
施
に
つ
い

て
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

や
地
域
活
動
に
よ
り
、
健

康
増
進
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

①�

「
お
た
っ
し
ゃ
教

室
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　

�

や
「
脳
い
き
い
き
ゲ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
」「
認
知
症
キ

ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
」
等
が

あ
る
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
」
に
加
盟
さ

れ
活
動
い
た
だ
い
て
い
る

団
体
も
多
数
あ
り
、
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
介
護

の
体
験
会
、
施
設
訪
問
等

を
実
施
さ
れ
て
い
る
。
子

育
て
や
カ
フ
ェ
の
運
営
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
。

②�

厚
生
労
働
省
の
認
可
を
受

け
た
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
」に
つ
い
て
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
す
る
と
、
決
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
を
受
け
取
り
、
貯

ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
登

録
店
舗
等
で
利
用
で
き
る

制
度
で
あ
る
。
今
後
も
多

く
の
場
で
、
多
く
の
方
々

に
活
動
い
た
だ
け
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、「
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
」
も
検
討

し
た
い
。

　
２
０
２
２
年
の
滋

賀
県
内
の
刑
法
犯
認

知
件
数
が
増
加
し
て
い
た
。

特
に
多
か
っ
た
の
が
乗
り
物

盗
で
、
特
殊
詐
欺
な
ど
も
大

き
く
増
加
し
て
い
た
。
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
は
通
学
路
の

照
明
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
ほ
し
い
、
と
の
お
声
が

あ
る
。
町
と
し
て
町
民
の
安

全
安
心
の
た
め
、
防
犯
対
策

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

特
殊
詐
欺
対
策
、
未
然
防

止
へ
の
町
の
取
り
組
み
は
。

②�

歩
道
や
通
学
路
の
道
路
照

明
灯
や
防
犯
灯
の
整
備
は

で
き
て
い
る
か
。
防
犯
上

不
安
の
あ
る
場
所
に
設
置

が
で
き
て
い
る
か
。

③�

町
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
要
す
る
経
費
に
対

し
、
補
助
金
交
付
さ
れ
て

い
る
が
、
交
付
状
況
は
。

④�

学
校
近
辺
や
公
園
等
、
防

犯
上
必
要
な
と
こ
ろ
に
防

犯
カ
メ
ラ
が
整
備
さ
れ
、

犯
罪
発
生
の
抑
止
と
な
っ

て
い
る
か
。

①�

啓
発
資
材
、
出
前

講
座
で
の
周
知
や

　

�

年
金
振
込
日
に
金
融
機
関

窓
口
へ
出
向
い
て
の
啓

発
、
ま
た
特
殊
詐
欺
の
情

報
が
入
れ
ば
日
野
め
ー
る

に
よ
り
、
被
害
防
止
の
呼

び
か
け
を
し
て
い
る
。

②�

道
路
照
明
灯
は
主
要
幹
線

道
路
に
設
置
す
る
も
の
で

あ
り
、
道
路
の
整
備
時
に

一
定
の
整
備
が
出
来
て
い

る
。
防
犯
灯
は
集
落
内
は

各
自
治
会
で
街
灯
設
置
補

助
事
業
を
活
用
し
設
置
い

た
だ
い
て
い
る
。
集
落
間

を
つ
な
ぐ
区
間
は
、
町
が

整
備
し
て
お
り
、
一
定
の

整
備
は
で
き
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
新
た
に
必
要

と
な
っ
た
場
所
は
、
地
元

の
要
望
に
基
づ
き
対
応
し

て
い
る
。

③�

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
補

助
金
の
交
付
状
況
に
つ
い

て
は
、
お
取
組
み
い
た
だ

い
た
自
治
会
等
の
件
数

は
、
令
和
３
年
度
３
件
、

令
和
４
年
度
３
件
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

④�

町
内
の
小
中
学
校
や
大
谷

公
園
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
を

整
備
し
て
お
り
、
設
置
さ

れ
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
の

録
画
記
録
は
重
要
な
証
拠

に
な
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ

り
犯
罪
発
生
の
抑
止
に
つ

な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。

防
犯
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

一
定
の
整
備
が
で
き
て
い
る

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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わたむき自動車プロジェクト・オンデマンド交通を前に
通勤バス実証実験の総括は？

　
ダ
イ
フ
ク
路
線
の

実
証
実
験
の
結
果
は
、

残
念
な
が
ら
第
２
フ
ェ
ー
ズ

な
ど
の
財
源
に
は
な
ら
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

①�

実
証
実
験
３
年
目
に
入
る

前
に
第
１
フ
ェ
ー
ズ
実
証

実
験
の
結
果
を
ど
う
総
括

す
る
の
か
。

②�
実
証
実
験
は
無
料
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

ぜ
利
用
者
が
少
な
か
っ
た

の
か
。

③�

副
町
長
は
「
マ
イ
カ
ー
に

頼
る
住
民
の
『
意
識
変

容
』
が
必
要
」
と
言
わ
れ

た
が
、
そ
れ
を
起
こ
せ
な

か
っ
た
要
因
は
何
か
。

 

④�

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通「
チ

ョ
イ
ソ
コ
」に
つ
い
て
、

　
・
全
国
の
採
用
実
績

　
・
竜
王
町
の
状
況

　
⑤�

５
人
乗
り
、
３
人
乗
り

の
計
２
台
で
利
用
時
間

帯
の
集
中
に
対
応
で
き

る
の
か
。

⑥�

申
込
を
受
け
る
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
県
外

で
、
き
ち
ん
と
対
応
で
き

る
の
か
。
車
両
の
駐
車
場

所
（
昼
･
夜
）、
受
注
待

機
場
所
は
ど
こ
か
。 

①�

報
告
書
は
発
刊
し

な
い
。
多
く
の
事

　

�
業
所
の
協
力
、
従
業
員
の

皆
様
へ
の
説
明
を
実
施
し
、

可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

②�

マ
イ
カ
ー
の
利
便
性
の
方

が
優
位
で
、
現
時
点
で
は

公
共
交
通
へ
の
転
換
可
能

な
方
は
従
業
員
全
体
か
ら

す
る
と
限
ら
れ
て
い
る
。

③�

よ
り
多
く
の
事
業
所
･
従

業
員
の
皆
様
へ
の
周
知
に

は
時
間
が
必
要
と
考
え
る
。

④�

全
国
約
50
箇
所
。
竜
王
町

で
は
１
日
18
～
20
人
程
度

が
利
用
、
人
口
１
万
１
千

副
町
長
は「
任
期
を
全
う
す
る
」と
表
明
さ
れ
た
が
‥
‥

　
副
町
長
は
就
任
以

来
２
年
半
。

　
町
と
の
「
覚
書
」
に
よ
れ

ば
、
こ
の
３
月
末
と
な
り
ま

す
が
、
議
会
答
弁
で
は
「
任

期
は
４
年
、
任
期
を
全
う
す

る
」
と
繰
り
返
し
表
明
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
気
持
ち
に
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の

場
合
、「
覚
書
」
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

（
町
長
）

　

津
田
副
町
長
は
就

任
以
来
、
町
政
発
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
津
田
副
町
長
の
功
績

を
活
か
し
政
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

津
田
副
町
長
か
ら
の
申
し

出
を
受
け
、
３
月
末
を
以
て

県
に
お
帰
り
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

利用の周知には時間が必要

加藤 和幸 議員

３
月
末
を
以
て
県
に
お
帰
り
い
た
だ
き
ま
す

【
議
員
よ
り
】

　
就
任
後
、任
期
に
か
か

わ
る「
覚
書
」が
明
ら
か

に
な
り
、ロ
ー
カ
ル
紙
の

報
道
な
ど
も
あ
っ
て
、議

会
答
弁
で
は「
任
期
を
全

う
す
る
」と
何
度
も
。

　
結
局「
覚
書
」通
り
で
、

ネ
ッ
ト
中
継
な
ど
町
民

注
視
の
中
で
断
言
さ
れ

た
こ
と
が
む
な
し
く
響
き

ま
す
。住
民
の
政
治
不
信

に
つ
な
が
り
、遺
憾
で
す
。

の
町
全
域
を
１
台
で
カ
バ

ー
し
て
い
る
。

⑤�

２
台
で
カ
バ
ー
で
き
る
と

想
定
し
て
い
る
。

⑥�

全
国
的
に
も
多
く
の
導
入

事
例
が
あ
り
、
不
安
は
な

い
。
車
両
は
、
朝
近
江
八

幡
の
近
江
タ
ク
シ
ー
湖
東

営
業
所
か
ら
出
庫
し
、
運

行
時
間
帯
は
日
野
駅
ま
た

は
日
野
町
役
場
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
で
待
機
し
、
夜
は

八
幡
に
入
庫
。

日野駅で待機中のチョイソコひの

降車地：図書館

乗車地：スタンドタイプ
（第３緑ヶ丘）

乗車地：壁に掲示タイプ
（下駒月）
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一 質般 問

公民館が積極的にかかわっていくことが重要である

コミュニティスクールにおける
　　　　　学校と公民館の関わりは

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル（
学
校
運
営

協
議
会
制
度
）は
、学
校
と
地

域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ
て

学
校
の
運
営
に
取
り
組
む
こ

と
が
可
能
と
な
る「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
」へ
の
転

換
を
図
る
た
め
の
有
効
な
仕

組
み
で
す
。（
文
部
科
学
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
一

員
と
し
て
の
原
体
験
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
は
、つ
な

が
り
や
郷
土
愛
を
育
む
意
味

に
お
い
て
も
、大
変
有
意
義

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

①�

P
T
A
が
生
涯
学
習
課
担

当
で
あ
る
理
由
は
何
か
？

②�

日
野
町
は
、学
校
と
公
民

館
が
セ
ッ
ト
に
な
れ
る
恵

ま
れ
た
立
地
で
あ
る
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

に
お
け
る
公
民
館
の
関
わ

り
は
？

③�

学
校
と
公
民
館
、学
校
教

育
課
と
生
涯
学
習
課
が
、

相
互
に
理
解
し
関
係
を
深

め
て
い
く
余
地
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
？

①�

P
T
A
は「
保
護

者
と
教
員
が
学
び

　

�

合
う
こ
と
で
教
養
を
高
め
、

成
果
を
家
庭
・
学
校
・
地
域

に
還
元
す
る
こ
と
」を
目

的
と
し
た
社
会
教
育
団
体

で
あ
る
た
め
生
涯
学
習
課

が
所
管
し
て
い
る
。

②�「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
」を
推
進
す
る
た
め
公

民
館
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
欠
か

す
こ
と
が
出
来
ず
、積
極

的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

③�（
教
育
長
）

　
�

大
変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ

と
感
じ
て
い
る
。学
校
教

育
と
社
会
教
育
が
相
互
に

乗
り
入
れ
を
し
な
が
ら
、

互
い
の
の
り
し
ろ
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

野矢 貴之 議員

　
人
材
育
成
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

観
点
か
ら
、地
域
運
営
組
織
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
な

ど
、国
家
戦
略
に
大
き
く
関

係
す
る
で
あ
ろ
う
、「
公
民
館

の
育
て
方
」に
つ
い
て
聞
く
。

①�

公
民
館
は
地
域
の
課
題
解

決
に
積
極
的
な
ポ
ジ
シ
ョ

ン
か
？

②�

職
員
は
公
募
さ
れ
ず
契
約

延
長
さ
れ
る
の
か
？

③�

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
な
ら
正
規

雇
用
が
良
い
の
で
は
？

④�

７
つ
の
公
民
館
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
に
は
、関
係

者
の
マ
ン
パ
ワ
ー
に
依
存

す
る
こ
と
な
く
、必
然
性

や
再
現
性
を
持
っ
た
事
業

評
価
な
ど
の
仕
組
み
が
あ

る
方
が
良
い
の
で
は
？

①�

現
在
の
活
動
で
も

地
域
課
題
解
決
へ

　

取
り
組
ん
で
い
る
。

②�

一
年
ご
と
に
面
談
を
し
て

判
断
し
て
い
る
。

③�

処
遇
改
善
で
会
計
年
度
任

用
職
員
と
し
て
安
心
し
て

働
い
て
も
ら
い
、未
来
を

語
り
な
が
ら
継
続
し
て
い

る
の
で
心
配
な
い
。

④�（
教
育
長
）

　

�

教
育
を
行
政
の
事
務
事
業

評
価
と
同
じ
よ
う
に
行
う

こ
と
は
難
し
い
が
、項
目

を
決
め
て
外
部
の
人
材
か

ら
シ
ビ
ア
な
評
価
を
し
て

も
ら
う
こ
と
は
と
て
も
重

要
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。

評
価
項
目
は
文
科
省
の

「
公
民
館
の
設
置
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
」に
ヒ

ン
ト
が
あ
る
と
思
う
。

現
在
の
活
動
で
も
地
域
課
題
解
決
へ
取
り
組
ん
で
い
る

▶︎
地
域
に
学
ぶ
、地
域
と
学
ぶ
、

　
地
域
で
学
ぶ

▲文部科学省「公民館パンフレット」より抜粋

 「公民館の設置及び 
 運営に関する基準」 

・地域の学習拠点としての機能の発揮
・�地域の家庭教育支援の拠点としての
機能の発揮
・奉仕活動・体験活動の推進
・学校、家庭および地域社会との連携
・事業の自己評価とその公開

公
民
館
は
地
域
課
題
解
決
に
積
極
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
？

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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12
月
議
会
の
質
問

で
は
企
画
振
興
課
長

よ
り
、町
行
政
や
日
野
町
国

際
親
善
協
会
、町
内
企
業
な

ど
の
外
国
人
在
住
者
と
の
交

流
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
野
町
で
生
ま
れ
育
っ
た

人
、結
婚
し
て
転
入
し
た
人
、

移
住
者
、外
国
人
、障
が
い
の

あ
る
人
、子
ど
も
か
ら
高
齢

者
、助
け
が
必
要
な
人
な
ど
、

人
数
分
だ
け
、異
な
っ
た
個

人
が
生
き
て
い
ま
す
。

　
今
日
ま
で
生
き
て
き
た
環

境
や
、時
代
が
異
な
る
人
た

ち
が
、お
互
い
を
尊
重
し
合

い
、皆
が
気
持
ち
よ
く
生
き

て
い
け
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
方
法
に
つ
い
て
質
問

い
た
し
ま
す
。

　
日
野
町
文
化
財
保

存
活
用
地
域
計
画
は
、

町
内
の
貴
重
な
文
化
財
を
民

間
所
有
も
含
め
、地
域
社
会

全
体
で
次
世
代
に
継
承
し
、

地
域
振
興
へ
活
用
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
も
の
で
、ま
た

そ
の
た
め
の
目
標
や
具
体
内

容
を
記
載
し
た
基
本
的
な
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
す
。

　
当
町
で
は
、令
和
６
年
度

の
文
化
庁
認
定
を
目
指
し
、

令
和
４
、５
年
度
の
２
年
間

を
計
画
策
定
期
間
と
定
め
、

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、策
定
協
議
会

の
概
要
と
活
動
、計
画
策
定

の
進
捗
と
、今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
主
席

参
事
）

　

地
域
計
画
策
定
に
向
け
、

各
方
面
の
11
人
の
方
を
構
成

員
と
し
た
策
定
協
議
会
を
組

織
し
、現
在
ま
で
２
回
の
協

議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
日
野
の
歴
史
文

化
の
特
徴
を

①
め
ぐ
み
の
歴
史
文
化

②
も
の
の
ふ
の
歴
史
文
化

③
あ
き
な
い
の
歴
史
文
化

④
い
の
り
の
歴
史
文
化

に
大
別
し
、掘
り
起
こ
し
と

課
題
分
析
等
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
れ
と
並
行
し
、歴
史
文

化
の
再
発
見
、課
題
把
握
を

目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、

公
民
館
単
位
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
も
実
施
し
、町

内
外
の
幅
広
い
皆
さ
ん
か
ら

の
声
を
集
め
、集
計
結
果
や

考
察
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

講
演
会
や
研
修
な
ど
を
通
じ

て
、広
く
町
民
の
皆
さ
ん
へ

の
周
知
と
意
識
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

一人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
日
野
町
を
め
ざ
し
て

（
町
長
・
教
育
長
ほ

か
）

　

町
や
地
区
公
民
館
で
は
人

権
に
関
す
る
講
演
、研
修
、出

前
講
座
な
ど
を
開
催
し「
人

権
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、何

ら
か
の
要
因
で
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。相
談
し
や
す
い
相

手
は
様
々
で
す
が
、住
民
の

方
に
寄
り
添
う
中
で
適
切
な

相
談
先
に
繋
げ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
は

多
様
な
相
談
先
が
あ
り
、相

互
に
連
携
し
対
応
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
友
達
の
良
い

と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
発
表
し

合
う
な
ど
、互
い
を
大
切
に

思
う
心
を
育
て
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

多
文
化
共
生
社
会
実
現
は
、

ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、こ
れ

か
ら
も
互
い
の
多
様
な
文
化
、

生
活
様
式
、個
々
の
違
い
を

認
め
、受
け
入
れ
、支
え
合
い
、

分
け
隔
て
な
く
暮
ら
し
て
い

け
る
社
会
実
現
に
向
け
、取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

地域計画策定を通じ、日野の「たから」の再発掘をめざす

文化財への意識向上と保存活用へ向けて

後藤 勇樹 議員

違
い
を
認
め
、受
け
入
れ
、

　
　
　

支
え
合
え
る
社
会
実
現
に
向
け
取
り
組
む

▲�

文
化
的
景
観
も
日
野
の
文
化

財
を
特
徴
づ
け
る
大
切
な
要

素
で
す
。
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一 質般 問

教育的立場から、マスクの着用は生徒の意思を尊重

コロナ３年を経過して

　
令
和
２
年
１
月
16

日
、国
内
初
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
て
以
来
３
年

が
経
過
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

第
８
波
も
医
療
体
制
の
充
実

に
よ
り
ピ
ー
ク
も
収
ま
り
つ

つ
あ
り
、今
日
で
は
元
の
生

活
環
境
・
経
済
の
流
れ
も
回

復
基
調
に
あ
り
ま
す
。

　
政
府
の
施
策
で
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
く
第
５
類
に
変
わ
る
と

報
道
さ
れ
て
お
り
、恐
れ
る

病
で
は
な
い
よ
う
で
す
。そ

こ
で
、学
校
生
活
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

①�

学
校
で
の
マ
ス
ク
対
策
に

つ
い
て
、卒
業
式
や
入
学

式
の
対
応
は
ど
う
か
。

②�

給
食
時
の
黙
食
の
解
除
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

③�

新
年
度
の
修
学
旅
行
の
計

画
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

④�

集
団
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

が
プ
レ
ハ
ブ
で
設
置
さ
れ

た
が
、今
後
予
防
接
種
は

民
間
医
療
に
と
の
政
府
の

方
針
で
あ
る
。当
会
場
は

リ
ー
ス
物
件
で
も
あ
り
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

①�

政
府
は
卒
業
式
・

入
学
式
に
つ
い
て

　

�

は
そ
の
教
育
的
意
義
を
考

慮
し
児
童
・
生
徒
・
教
職
員

は
マ
ス
ク
を
着
用
せ
ず
に

出
席
す
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
と
示
さ
れ
た
。こ
れ

を
踏
ま
え
て
町
教
育
委
員

会
で
は
児
童
・
生
徒
・
教
職

員
に
つ
い
て
は
式
典
全
体

を
通
じ
て
マ
ス
ク
を
外
す

こ
と
を
基
本
と
し
た
。

②�

現
在
学
校
で
は
座
席
配
置

の
工
夫
や
換
気
を
行
い
、

自
然
に
会
話
も
し
な
が
ら

楽
し
い
給
食
の
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
。

③�

新
年
度
は
小
学
校
は
奈
良

京
都
方
面
で
１
泊
２
日
、

中
学
校
は
沖
縄
方
面
へ
２

泊
３
日
の
実
施
で
計
画
を

進
め
て
い
る
。

④�

町
で
は
町
内
医
師
と
の
会

議
に
お
い
て
、今
後
個
別

接
種
と
集
団
接
種
の
両
方

を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す

る
。特
設
会
場
に
つ
い
て

は
、リ
ー
ス
物
件
で
あ
る

こ
と
か
ら
集
団
接
種
終
了

後
は
解
体
返
却
、整
地
復

旧
す
る
。

西澤 正治 議員

　

執
行
側
が
行
う

「
議
会
の
ふ
り
返
り
」

は
、ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

議
会
終
了
か
ら
一

カ
月
後
に
、議
会
で

の
質
問
・
意
見
等
を
ど
の
よ

う
に
反
映
で
き
る
か
に
つ
い

て
、幹
部
職
員
で
議
論
を
し

て
い
る
。

　
「
ふ
り
返
り
」の
結

果
は
、役
場
職
員
全

体
に
浸
透
し
て
い
る
の
か
。

　

役
場
の
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
に
掲
載
し
、

全
職
員
で
結
果
を
共
有
し
て

い
る
。　

「
ふ
り
返
り
」の
結

果
は
、政
策
や
施
策

に
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　

す
ぐ
に
で
き
る
こ

と
は
早
急
に
取
り
か

か
り
、政
策
面
な
ど
議
論
を

深
め
る
も
の
は
、次
年
度
予

算
や
組
織
体
制
と
合
わ
せ
て

調
整
し
て
い
る
。

　
「
ふ
り
返
り
」の
結

果
を
議
会
や
議
員
と

共
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

　

す
ぐ
に
可
能
な
こ

と
は
そ
の
都
度
担
当

課
か
ら
議
員
に
報
告
し
て
い

る
。政
策
面
に
つ
い
て
も
、そ

の
よ
う
な
形
で
共
有
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　
議
会
の
決
算
審
査

は
、予
算
編
成
の
時

期
な
の
で
。決
算
審
査
の「
ふ

り
返
り
」が
新
年
度
予
算
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
の

か
。

　

新
年
度
予
算
の
編

成
作
業
の
な
か
で
確

認
し
、決
算
審
査
で
出
た
意

見
等
も
反
映
さ
せ
て
い
る
。

担当課から議員に伝えることで、共有できればと考える

執行側の「議会のふり返り」を共有できないか

　
議
員
が
議
会
の
な
か
で

行
う
質
問
や
意
見・提
案
に

つ
い
て
、現
状
は
、そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
役
に
立
っ
て

い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、執
行
側
が
議

会
の
終
わ
る
ご
と
に「
ふ

り
返
り
」を
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
の
で
、そ
の

結
果
を
議
会
ま
た
は
発
言

を
し
た
議
員
と
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
聞
い

て
み
ま
し
た
。

山田 人志 議員

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
一
覧
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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公　務　名 場　所 期　間 出　席　議　員

新年あいさつの会 式典 わたむきホール虹 １月４日 議員全員

滋賀県消防協会日野支部消防出初式 来賓 日野公民館 １月８日 副議長、総務常任委員長

滋賀県環境整備事業協同組合
創立50周年記念大会 式典 びわ湖大津プリンス

ホテル １月17日 後藤・山田・中西・齋藤・
西澤・池元

日野町都市計画審議会 構成員 日野町役場 １月27日 野矢・後藤・池元

桜谷小学校
創立150周年実行委員会面談 面談 正副議長室 １月31日 副議長

日野小学校
６年生の学習成果の発表会 その他 日野小学校 ２月３日

副議長・山本・髙橋・
加 ・後藤・奥平・山田・
中西・齋藤・池元

第６回日野文化フォーラム 来賓 わたむきホール虹 ２月５日 総務常任委員長

総務常任委員会（閉会中審査） 会議 役場委員会室 ２月14日 総務常任委員会委員

2023「北方領土の日」県民のつどい 構成員 栗東文化芸術会館さきら ２月15日 各常任委員長

日野町地域おこし協力隊活動報告会 その他 日野町役場 ２月16日 野矢・山本・髙橋・後藤・
山田・中西・齋藤

多文化共生講演会 構成員 わたむきホール虹 ２月17日 総務常任委員長

西大路小学校６年生「未来の日野町」
提案発表会 その他 役場議場 ３月２日

副議長・山本・髙橋・
加 ・後藤・奥平・山田・
中西・齋藤・西澤・池元

春季分団別火災防御訓練 来賓 町内 ３月５日 髙橋・加 ・山田・
中西・齋藤

第５回日野祭囃子共演会 その他 わたむきホール虹 ３月12日 議員全員

第５回日野町国際親善協会理事会 構成員 林業センター ３月13日 総務常任委員長

小学校卒業式 来賓 町内各小学校 ３月17日 議員全員

第74回滋賀県町村議会議長会
定期総会 構成員 滋賀県

農業教育情報センター ３月28日 副議長・齋藤

令和４年度
町議会議長・副議長研修会 研修会 滋賀県

農業教育情報センター ３月28日 副議長・齋藤

議員のうごき （令和５年１月1日～３月31日）

その他
通常公務として日野町議会定例会・臨時会
一部事務組合　東近江行政組合議会／八日市布引ライフ組合議会／中部清掃組合議会
議長公務　約30件　などがあります。

20議会だより
日野町議会

2023.５.15



編
集
後
記

　
第
17
期
の
議
員
で
発
行
す
る
「
議
会
だ
よ
り
」
が

最
後
に
な
り
ま
し
た
。
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
広
報

誌
に
し
て
い
こ
う
と
、
委
員
会
の
中
で
議
論
を
し
、

誌
面
の
改
良
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
今
、
議
会
が
広
報
誌
を
使
っ
て
何
を
お
伝
え
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
決
ま
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
議
会
が
何

を
審
議
し
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
お
伝
え
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
紙
面
に
お
い
て
は
、

文
字
が
多
く
て
見
づ
ら
い
こ
と
、
ま
だ
ま
だ
改
善
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
み
や
す
い
広

報
誌
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

山
本　
秀
喜

次
回
よ
り
、
新
し
い
議
会
広
報
常
任
委
員
会
が

発
行
し
ま
す
。

　
臨
時
号
（
令
和
５
年
６
月
15
日
発
行
）
第
18
期
議
員
の
紹

介
な
ど

議 長

コ ラ ム

議会 
広報常任委員会
委員長　　髙橋源三郎
副委員長　山本　秀喜
委員　　　野矢　貴之
委員　　　加 　和幸
委員　　　後藤　勇樹
委員　　　齋藤　光弘

（令和５年３月31日現在）

議
長 

杉
浦 

和
人

　
本
年
4
月
30
日
を
も
っ
て
第
17
期
議
会
の
任
期
満

了
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
三
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
苦

慮
を
強
い
ら
れ
た
議
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
皆
様
の
生
活
を
重
視
し
コ
ロ
ナ

に
よ
る
経
済
対
策
を
講
じ
る
一
方
、
国
や
県
へ
の

要
望
も
今
ま
で
以
上
に
邁ま
い

進し
ん

す
る
な
ど
議
会
一
同
、

皆
様
の
代
弁
者
と
し
て
の
活
動
を
心
が
け
て
き
ま

し
た
。

　
私
た
ち
議
員
に
求
め
ら
れ
る
の
は
皆
様
の
声
を
行

政
に
伝
え
、
目
に
見
え
る
形
で
結
果
を
出
す
こ
と
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
過
去
に
お
い
て
日
野
町
議
会

で
は
任
期
中
に
議
員
の
辞
任
や
死
亡
に
よ
っ
て
欠
員

が
生
じ
て
も
補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ
ず
、
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
一
票
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
方
議
会
選
挙
の
補
欠
選
挙
に
は
一
定
の
法
律
が

あ
り
、
我
々
は
欠
員
を
う
め
る
た
め
の
制
度
改
正
を

政
府
に
要
請
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
任
期
満
了
時
に

は
定
数
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

第
17
期
議
会
を

�

振
り
返
っ
て

請願・陳情等の手引き 議会だよりアンケートのお願い
　誰でも、町政などについて意見や要望などを
請願・陳情として町議会へ提出することができ
ます。
　詳しい手引きについては、日野町ホームペー
ジまたはQRコードからご覧ください。

　議会だよりへのご意見をQRコードから入力い
ただけるようになりました。皆様から頂いたご
意見を反映し、わかりやすく・読まれる議会だ
よりにしていきますので、ご協力をお願いいた
します。

※�従来通り電話やメールでもご意見を受け付け
ています。

サイト内検索請願・陳情　

次
ペ
ー
ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
議
案
と
結
果
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第３回臨時会（３月29日）
議 員 提 出 議 案 結　果 野

矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

審 査 会 の 設 置 （ １ 議 案 ）・ 選 挙 （ １ 件 ）
議員政治倫理審査会の設置 原案可決 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 欠 ／

議員政治倫理審査会の委員の選任 選　任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

町 長 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

補 正 予 算 （ ５ 議 案 ）　 　＊関連記事４～５ぺージ

一般会計（第９号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

国民健康保険特別会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

農業集落排水事業特別会計（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

介護保険特別会計（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

後期高齢者医療特別会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／
令 和 ５ 年 度 当 初 予 算 （ ７ 議 案 ）   　＊関連記事４～５ぺージ

一般会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

国民健康保険特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

介護保険特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

西山財産区会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

水道事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

下水道事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

議 員 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
　

齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

条 例 制 定 （ １ 議 案 ）
日野町議会の個人情報の保護に関する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

請 願 の 審 査 （ １ 件 ）

国に対し「所得税法第56条廃止と、必要な箇所の改善を
求める意見書」提出を求める請願書 不採択

委員会の結果である「不採択」とすることに対して

〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 欠 ／
意 見 書 の 決 議 （ １ 件 ）

地方鉄道、路線バス等公共交通の維持・確保に向けた 
国の積極的関与を求める意見書 決　議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

決 議 （ １ 件 ）
池元法子議員（日本共産党日野町議員団）に対する議員
辞職勧告決議 否　決 × × 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 〇 欠 ／

選 挙 （ １ 件 ）
副議長選挙
3月22日、谷成隆前副議長の副議長職の辞職に伴い、単記無記名投票により選挙を行いました。
投票の結果、中西佳子議員が新副議長に同日当選されました。

意見書・決議の内容は、日野町ホームページ（議会）をご覧いただくか議会事務局までお問合せください。

22議会だより
日野町議会

2023.５.15



提 出 さ れ た 議 案 と 結 果

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

〇賛成　×反対

第１回臨時会（１月23日）

第２回定例会（３月１日～22日）

町 長 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

補 正 予 算 （ ５ 議 案 ）
一般会計（第８号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

簡易水道特別会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

農業集落排水事業特別会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

水道事業会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

下水道事業会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

町 長 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

町 道 の 路 線 の 認 定 （ １ 議 案 ）
町道の路線の認定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

条 例 制 定 ・ 一 部 改 正 （ 1 4 議 案 ）
日野町財産区個人情報の保護に関する法律施行条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町避難行動要支援者に係る名簿情報の提供等に関
する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町附属機関設置条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用お
よび特定個人情報の提供に関する条例（一部改正）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町手数料徴収条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町使用料条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町子ども･子育て会議条例および日野町特定教育･
保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例（一部改正）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準
を定める条例および日野町放課後児童健全育成事業の設
備および運営に関する基準を定める条例（一部改正）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町福祉医療費助成条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町国民健康保険条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町国民健康保険税条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町道路占用料徴収条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

日野町課制条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ／

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
の
紹
介
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「議会だより」に関するご意見募集中！書式は問いません。郵送・e-mailまたは議会事務局までご持参願います。
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☎0748-52-6551　Fax0748-52-2044
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議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん

新年はあいさつの会から
はじまるにゃん。

一年間の健康と活躍を、皆で
祈念し、歓談するにゃん。

式典

常任委員会や特別委員会で
継続審査を決定した場合など、

議会の閉会中に
審査することがあるにゃん。

主催：日野町と商工会
目的：あいさつ、交流
対象議員：日野町議会議員全員

目的：調査研究、継続審査
対象議員：2/14開催の総務常任委員会
審査内容：提出された請願について

町の都市計画や開発に
ついて審議する、日野町

都市計画審議会の委員として
議員も参加しているにゃん。

目的：調査研究、まちづくり
対象議員：日野町都市計画審議会
　　　　　（委員のうち3名が議員）
審議内容：都市計画に関わる事案の審議

審議会

閉会中
審査

蒲生氏郷公顕彰会公認キャラクター
がもにゃん

式典

閉会中審査

審議会


